
１２月１４日（木） 沖釣り同好会 

 本年最後の釣行は甘鯛釣り。前日の天気予報では快晴で微風にも拘らず、夕刻になって船宿か

ら南西風の風が強く波が高くなりそうで出船できないとの連絡が入りました。慌てて参加者各位に

telし翌週に順延しての仕切り直しで参加の可否を確認の結果当初 10名が 8名に減ったものの,

今年最後の釣行は無事に決行となりました。 

 今回はコロナ禍の影響、且つ杉並から入間市(埼玉県)に転居し、数年の間参加できなかった会

員の方も久しぶりの参加となり和やかなムードでの船出となりました。船宿は平塚港の豊漁丸さん

で毎年この時期アマダイ釣りでお世話になる船宿。離岸は 6時半。最初のポイントまで 25分程

で、水深 50-60mの浅場に居る高級魚の白アマダイを狙うも不発。その後も浅場を転々と移動した

が白アマダイは姿を見せず。一方で徐々に各人の竿も撓り、小振りながらアマダイも顔を見せ始

め、イトヨリ、ホウボウやカレイ等の美味な外道も上がり、船上は賑やかになりました。船長も狙い

を白アマダイから本命の甘鯛に変えて徐々に 70m超の深場へとポイントを移動した結果、20～

40cmの甘鯛で竿頭は 6匹と外道を含め夕飯のおかずを確保でき、無事に本年最後の釣行を終え

ることが出来ました。 

 本年も会員各位の体調管理も宜しく、船宿の協力を頂き、年間計画通り無事に消化することがで

きました。来年も同様に良い年で有ります様、祈念致します。 

石原 憲 

                       


